
Perch（止まり木）に座る

より良いアイデアの生み出し



「走っている時」
「自然の中を歩いている時」などで
「職場の会議室に座っている時」はアイデアが浮かばない話が多いです。

身体運動が脳を活性化し、より良いアイデアを生み出します。

1

アイデアがどこで浮かぶのか？

会議室は皆がテーブルの両側に並んで座り出席者全員の視線も容易に合わせることがで
きません。プレゼンをする以外立ち上がれば奇妙な人を思われてしまいます。会議が始
まれば快適なチェアに座りながらメールをチェックしたり調べ物をしたりする光景は容
易に想像できます。

身体運動は脳を活性化し思考や決断に好影響を与えるコラボレーションスペースには
「ちょい腰かける」という姿勢が少ないです。
チェアにリクライニングしながら、ソファにもたれながらなど座り方は様々です。しか
しちょい腰かけている人はチェアにきちんと座っている人よりも協力的かつ多くのアイ
デアを生み出すという調査結果もあります。

会議室に座っている時

多くのアイデアを出すという調査結果

引用：Steelcase社 「コラボレーションを科学する」
https://www.steelcase.com/asia-ja/research/articles/science-collaboration/



姿勢が行動やアイデアの生成に深く影響を与えます。

2

アイデアあふれる環境で動きながら他者と活発の交流を促すという意味では「ちょい腰
かける」という姿勢が推奨されます。「ちょい腰掛」「立つ」「動く」などの動的な姿
勢は同じ姿勢の時間を減らし、姿勢を頻繁に変えることで身体的、精神的、感情的側面
から動く「人」のやる気や意欲を高めていきます。コラボレーションスペースでこう
いった多彩な姿勢が取れる様にすることに加え、個人がストレスなく動けるようにして
おく必要があります。

「ちょい腰掛」「立つ」「動く」必要

ソファでは落ち着きすぎてアイデアを構築するというよりはむしろアイデアを批判する
傾向が強く、それとは対照的に「ちょい腰掛ける」タイプのスペースではエネルギーレ
ベルも高く、活気がありアイデアが溢れます。姿勢というものが行動やアイデアの生成
に深く影響を与えます。

姿勢が行動やアイデアに影響する

引用：Steelcase社 「コラボレーションを科学する」
https://www.steelcase.com/asia-ja/research/articles/science-collaboration/
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